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年末時期は新しい年を迎える準備に忙しくなり
ますね。年賀状や来年の運気などで、この時期来
年は何年だっけ？と干支をチェックされる方も多
いのではないでしょうか。来年2021年は「十二
支」では「丑年」。「干支」では「辛丑（かのと
うし）」だそうです。しかしながら・・・かのと
うし？と、干支について自分自身よくわかってい
ないことに気づきましたので調べてみました。

干支は「十干（じっかん）」の「干」と「十二
支」の「支」を組み合わせたもので60通り、つま
り60年で一巡する形であるそうです。

◆十干（10種類）

甲・乙・丙・丁・戊・己・庚・辛・壬・癸

◆十二支（12種類）

子・丑・寅・卯・辰・巳・午・未・申・酉・戌・亥

と、ここまでは理解できましたが十干が10種類で
十二支が12種類で60通り？？？10ｘ12＝120通り
ではないのか？！と、疑問が生まれました。調べ
てみると、積ではなく最小公倍数であるという記
述もあったりと、なぜ最小公倍数なのかが良く分
かりませんでした。

なので、検証を行ってみました！

はじめに

干支って？

検証

1. 条件を整理してみる
①十干は10種類である。
甲・乙・丙・丁・戊・己・庚・辛・壬・癸

②十二支は12種類である。
子・丑・寅・卯・辰・巳・午・未・申・酉・戌・亥

③干支は甲子から始まり癸亥の60通りである。

2. 組み合わせを整理する
Excelで＝十干＆十二支で組み合わせを計算し、
書式を使用して③の60通りの干支にヒットした組
み合わせを黄色でハイライトさせました。

なんだか、綺麗に交互に色づきました。
60通りなのは確認できましたが、
なぜ120ではなく60なのかが分かりません。
これでは自分の求める解を導き出すのは
違う感じがしてきました。

次に、干支の特性として
★十干と十二支の「組み合わせである」
★60年周期で一巡する
であることに着目して、表の体裁を変えて
検証しなおしてみました。

十干と十二支で数が異なるため、十干が1巡毎に
十二支との差分だけ2・4・6・8と、ずれていくの
が分かります。そして十二支が5巡した60年周期
で十干と十二支ともに最初の「甲子」の組み合わ
せに戻るのを確認できました！
ここまでくると積ではなく組み合わせであり、

10と12の最小公倍数というのも
よく理解できますね。
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さいごに
得た情報を基に、自分自身で干支の言葉の意味、

組み合わせを整理して検証を行ったことで自分な
りに理解を深めることが出来ました。現代は何で
もインターネットで検索することができて非常に
便利ですが、それゆえに自分で考える・理解する
というICTリテラシーも同時に求められるものと
考えます。また諸説あるようなものについては絶
対的な解が存在しないものもあることを理解した
うえで、自分なりの仮説を立てながら検討するこ
とも大事だと実感しました。
「辛丑」は新しく芽が生まれようとしている状

態なのだとか。下から上に向かうイメージがある
そうなので2020年コロナによって世界が変わった
状況を経て2021年なにか変わっていこうとしてい
るのかもしれません。変化の時代だからこそ、情
報が示す意味については気を配りたいですね。
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